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028 緑のまちづくりの推進

Ⅱ 安全で快適に暮らせる持続可能なまち（生活・環境）

02 緑の整備
都市整備部 公園緑地課

市内のまとまった樹林や地域に残る樹木等が保全されるとともに、身近な生活空間の緑が増え、水と緑が輝く潤いのあるまちが形
成されています。また、水と緑が持つ様々な機能を高めるため、市民や事業者と市が協働して緑のまちづくりに取り組んでいます
。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

H29年度

公共の公園、緑地等及び民有地の緑地の総面積を市全体の面積の割合として、数値化し指標としたもの。
目標値（緑地割合）達成のため、公共では、西原四丁目公園を開設し、また、四谷さくら公園拡張整備を進めている。民有地では、地域まちづくり
条例に基づく緑化指導による緑化を進めているものの、農業従事者不足に伴う生産緑地の減少が大きく、緑地割合は昨年度と同等であった。
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0 0 0 15,000,000 10,000,000 56,500,000
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公共の公園、緑地等及び民有地の緑地の総面積を市全体の面積の割合として、数値化し指標としたもの。
目標値（緑地割合）達成のため、公共では、西原四丁目公園を開設し、また、四谷さくら公園拡張整備を進めている。民有地では、地域まちづくり
条例に基づく緑化指導による緑化を進めているものの、農業従事者不足に伴う生産緑地の減少が大きく、緑地割合は昨年度と同等であった。

高度成長期の急激な都市化によって失われた自然の緑について、新たに都市緑地として再整備するため、緑の総量の確保を最重点項目とし、公園や
緑地を市内各所に整備するとともに、まちかどの小スペースを有効活用した緑の空間づくりのため、スポットパークや公共花壇を設け、緑豊かで潤
いのあるまちなみづくりを促進してきた。

市民の生活スタイルの変化や価値観の多様化が進むなか、より質の高い緑の空間づくりが求められており、特に、樹木等の緑の環境づくりにあって
は、その総量を増やすことから、個々の緑の質の向上に向け、地域特性を生かした個性豊かな緑のまちづくりを進めていくことが求められている。

引き続き民有地においては、条例に基づく緑化協議によって緑化の推進を図っていく。また、インフラ管理ボランティア制度を活用し、市民及び事
業者との協働による安全で安心な公園・緑地の維持管理を促進し、市民が親しみを持つ空間づくりを行っていかなければならない。
また、「緑の基本計画」の改訂作業を行っており、府中市の緑の将来像が描かれることから、計画に沿った事業を行っていく。

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

遅れが生じている。このま
までは目標達成が難しい

遅れが生じている。このま
までは目標達成が難しい

遅れが生じている。このま
までは目標達成が難しい

やや遅れているが、概ね順
調

市立新田公園を開設し、広
場や緑地なども拡張され、
緑地の割合は増加している
。また、地域まちづくり条
例に基づく緑化協議を行い
、民有地においても適性に
緑化が行われている。

都立公園の開設面積の増加
など、市内の公園緑地等の
面積は年々増加している。
また、地域まちづくり条例
に基づく緑化協議を行い、
民有地においても適性に緑
化が行われている。

樹木の剪定や遊具の改修な
ど、公園緑地等の適正な維
持管理を推進し、より質の
高い緑の空間確保に努めた
。
また、地域まちづくり条例
に基づく緑化協議を行い、
民有地の緑化が促進されて
いる。

樹木の剪定や遊具の改修な
ど、公園緑地等の適正な維
持管理を推進し、より質の
高い緑の空間確保に努めた
。
また、地域まちづくり条例
に基づく緑化協議を行い、
民有地の緑化が促進されて
いる。

市内に３５０箇所の公園・
緑地が配置されており、よ
り質の高い空間の確保が求
められていることから、量
から質への転換を図ってお
り、量的な増加が達成でき
ていない。

公園緑地等の適正な維持管
理を推進、より質の高い空
間の確保が求められている
ことから、量的な増加が達
成できていない。また、緑
のまちづくりの一環である
、生産緑地の減少も要因と
なっている。

中期的に公園の新設及び拡
張整備を進めてはいるが、
生産緑地及び借地公園・緑
地等の面積が減少し、指標
に掲げている、緑地の量的
な増加に至っていない。

中期的に公園の新設及び拡
張整備を進めてはいるが、
生産緑地の面積が大きく減
少し、指標に掲げている、
緑地の量的な増加に至って
いない。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

まちかど空間緑化推進事業

都市整備部 公園緑地課

主要な事務事業

63,280

季節に応じた草花を植付け
、市民の目を楽しませると
いう手法から、地域の特性
を残しつつ、宿根タイプの
草花を植付け、次年度に継
続させる手法に切り替え、
植付け回数を減少させる。

季節に応じた草花を植付け
、市民の目を楽しませると
いう手法から、地域特性を
残しつつ、宿根タイプの草
花を植付け、継続させる手
法に切り替え、経費の節減
を図る。今後とも「地域の
庭」としての緑化を、市民
や事業者との協働により適
切に管理し、親しまれる空
間を維持していく。

公共花壇や市民花檀を「地
域の庭」としての緑化を、
市民や事業者との協働によ
り適切に管理し、多くの人
に親しまれる空間を維持し
ていく。また、法制度に基
づく緑化協議を行い、地域
における緑地の確保、推進
を図っていく。

公共花壇や市民花檀を「地
域の庭」としての緑化を、
市民や事業者との協働によ
り適切に管理し、多くの人
に親しまれる空間を維持し
ていく。また、法制度に基
づく緑化協議を行い、地域
における緑地の確保、推進
を図っていく。

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

公共花壇については、財政
状況により、河川敷の花壇
は中止し、品種の削減など
全体を縮小する方向となっ
た。
市民花檀については、協力
団体が減少したが、箇所数
はほぼ維持できており、引
き続き地域の庭として、緑
化の推進に協力していただ
けた。

公共花壇・市民花檀とも、
地域の特性を活かし季節に
応じた草花を植付け、地域
の庭としての緑化を推進す
るとともに、適切な維持管
理において、各地域での市
民や事業者との協働による
活動が行われ、多くの人に
親しまれる空間として機能
している。

公共花壇及び市民花檀は、
地域の特性を活かした季節
の草花を植付け、地域の庭
としての緑化を推進すると
ともに、地域の市民及び事
業者との協働による活動が
行われ、多くの人に親しま
れる緑の空間として機能し
ている。

公共花壇・市民花檀とも、
地域の特性を生かし季節に
応じた草花を植付け、地域
の庭として緑化の普及を推
進し、花壇の適切な維持管
理において、各地域で市民
・事業者との協働による活
動が行われ、多くの人に親
しまれる空間として、質の
向上にも取り組んだ。

公園緑地等維持管理事業

都市整備部 公園緑地課

主要な事務事業

1,525,816

府中市インフラ管理ボラン
ティア制度実施要領が制定
され、厳しい財政状況のな
かで、市と市民の協働の管
理を促進することにより、
市民が親しみを持ち、施設
の継続的な安全性を確保す
ることを推進するため、説
明会などを実施し制度の拡
充を図る。

公園・緑地において、予防
保全型管理に切り替え、公
園樹木の安全対策を含め、
適正な維持管理に努めると
ともに、市民協働によるイ
ンフラ管理ボランティア制
度を活用し、市民が親しみ
を持ち、施設の継続的な安
全性の確保を推進するため
、制度への登録を引き続き
働きかける。

公園・緑地において、予防
保全型管理に切り替え、公
園樹木の安全対策を含め、
適正な維持管理に努めると
ともに、市民協働によるイ
ンフラ管理ボランティア制
度を活用し、市民が親しみ
を持ち、施設の継続的な安
全性の確保を推進するため
制度への登録を引き続き働
きかける。

公園・緑地において、予防
保全型管理に切り替え、公
園樹木の安全対策を含め、
適正な維持管理に努めると
ともに、市民協働によるイ
ンフラ管理ボランティア制
度を活用し、市民が親しみ
を持ち、施設の継続的な安
全性の確保を推進するため
制度への登録を引き続き働
きかける。

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

財政状況から、市民要望に
適切に対応できない部分も
あったが、安全で安心に利
用いただける公園・緑地の
維持管理に取組み、状況改
善を図った。インフラ管理
ボランティア制度「府中ま
ちなかきらら」の説明会を
実施するなど、市民が親し
みを持ち、施設の継続的な
安全性の確保を推進した。

予防保全型の管理へ切り替
えを推進し、公園樹木の安
全対策などを行い、苦情等
は減少したが、全施設の適
切な維持管理には至らない
状況にあり、市民協働によ
るインフラ管理ボランティ
ア制度の更なる活用、樹木
の間引き、遊具の更新、公
園施設等の見直しに取り組
む必要がある。

公園施設等の適正な維持管
理を推進するため、開設か
た長期経過している公園か
ら重点的に遊具、樹木等の
安全対策を実施している。
今後は、更なるインフラ管
理ボランティアの活用、樹
木の間引き、遊具の更新な
どに取り組む必要がある。

公園・緑地等の適正な維持
管理に努めたが、全施設に
対し適切な維持管理ができ
ていない状況にあり、市民
協働によるインフラ管理ボ
ランティア制度の活用、樹
木の間引き、遊具の更新等
、公園施設等の見直しに取
り組んでいく必要がある。

公園緑地等整備事業

都市整備部 公園緑地課

主要な事務事業

0

市民の生活スタイルの変化
に伴い、より質の高い空間
の確保が求められ、防災機
能の向上、施設の充実等、
緑のまちづくりの考え方を
量から質へと転換していく
。また、四谷さくら公園の
拡張整備など、地域の特性
に合わせた合わせた公園・
緑地の整備の取組みをより
進めていく。

インフラマネジメント計画
に基づく、公園施設等の長
寿命化を図ると共に、防災
機能の向上、施設の充実な
等、緑のまちづくりの考え
方を量から質へ転換してい
く。四谷さくら公園拡張整
備については、引き続き市
民協働による公園づくりを
進め、地域の特色を生かし
た整備計画を立案する。

インフラマネジメント計画
に基づく、公園施設等の長
寿命化を図ると共に、防災
機能の向上、施設の充実な
ど、適切な維持管理など、
緑のまちづくりの考え方を
量から質へ転換していく。

インフラマネジメント計画
に基づく、公園施設等の長
寿命化を図ると共に、防災
機能の向上、施設の充実な
ど、適切な維持管理など、
緑のまちづくりの考え方を
量から質へ転換していく。

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

既存の公園施設等に対し、
適切な補修作業を行うこと
により、防災機能の向上、
施設の充実、インフラマネ
ジメント計画に基づく長寿
命化を図った。また、四谷
さくら公園の拡張整備につ
いては、近隣住民とのワー
クショップを４回開催し、
市民要望を取り入れた３つ
の基本方針案をまとめた。

既設の公園施設等に、イン
フラマネジメント計画に基
づく、適切な補修作業や施
設の充実、防災機能の向上
など質の向上に努めた。ま
た、四谷さくら公園拡張整
備及び西原町４丁目公園に
ついて、市民協働による公
園づくりを進め、地域の特
色や要望を生かした基本計
画の方針をまとめた。

インフラマネジメント計画
に基づき、公園施設等長寿
命化計画を策定に併せて、
防災機能の付加など、充実
した施設整備に努めた。ま
た、四谷さくら公園の拡張
や西原町の新設公園につい
て、引き続き市民協働によ
る公園づくりを進め、地域
の特色を生かした整備計画
を立案した。

施設の充実、適切な維持管
理など、安心安全な公園作
りのため、公園・緑道の整
備・補修を行った。
西原町四丁目公園の築造工
事が行われ、平成３０年３
月末に開園した。
開設から２５年以上経過し
た１５３公園のうち、本年
度は５１公園の公園施設長
寿命化計画を策定した。



優
先
度当初予算額 決算額

当初予算額
事務事業の概要

事務事業
評価/

総合評価

重
要
度

事務事業名

事
業
種
別

人
件
費
事
業
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H29年度 H30年度H29年度 H30年度

1 民有緑地保全支援事業 30 6,490,000 6,288,925 6,555,000
良好な自然環境の保護又は美観風
致を維持するため、一定基準を満
たす樹木等の保存を奨励する

B 3 B B

2 まちかど空間緑化推進事業 30 11,924,000 11,336,255 11,904,000 公共花壇の適切な維持管理及び市
民花壇への花苗の提供

B 1 B C

3 公園緑地等維持管理事業 30 605,405,000 573,367,112 650,231,000 公園や緑地などの維持・管理 B 1 B B

4 公園緑地等整備事業 30 117,825,000 119,550,758 288,445,000
既存の公園等を生かし、水と緑の
ネットワークの形成を中心とした
整備を進める

B 1 B A

5 緑の基本計画策定事業 10 7,790,000 7,188,400 5,205,000 緑のまちづくりを推進するための
指針となる基本計画を策定する

C 1 A A

6 緑化指導事業 30 ○ 0 0 0 府中市地域まちづくり条例等に基
づく緑化指導

B 1 B B
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合 計 749,434,000 717,731,450 962,340,000


